
１　決算の概況 ４　資本的収支の状況

（単位：百万円）
平成31年度 平成30年度 対前年比 主な建設改良費　（単位：百万円）

資本的収入 225 217 8
平成31年度 平成30年度 対前年比 入院の状況 企業債 114 113 1 ・事務LANサーバ　5

総収益 A 7,142 7,150 ▲ 8 平成31年度 平成30年度 対前年比 他会計負担金 30 30 0 ・放射線治療マネジメントシステム　12
経常収益 C 7,137 7,143 ▲ 6 入院収益（百万円） 3,607 3,570 37 奨学貸付返還金 6 1 5 ・移動型X線撮影装置モバイルシステム　6

医業収益 E 5,904 5,897 7 延入院患者数（人） 74,038 72,600 1,438 都補助金 75 73 2 ・一般撮影FPDシステム　33
医業外収益 1,233 1,246 ▲ 13 一日平均患者数（人） 202.3 198.9 3.4 資本的支出 717 701 16 ・生体情報モニター　7

特別利益 G 5 7 ▲ 2 診療単価（円） 48,714 49,186 ▲ 472 企業債償還金 495 452 43 ・脳波計　5
総費用 B 7,163 7,076 87 病床利用率（％） 69.8 68.6 1.2 建設改良費 219 243 ▲ 24 ・手術台　6

経常費用 D 7,135 7,051 84 奨学貸付金 3 6 ▲ 3 ・超音波画像診断装置　6
医業費用 F 6,840 6,777 63 外来の状況 差引 ▲ 492 ▲ 484 ▲ 8
医業外費用 295 274 21 平成31年度 平成30年度 対前年比

特別損失 H 28 25 3 外来収益（百万円） 1,723 1,713 10 ５　賃借対照表
医業収支 E-F ▲ 936 ▲ 880 ▲ 56 延外来患者数（人） 155,136 159,603 ▲ 4,467
経常収支 C-D 2 92 ▲ 90 一日平均患者数（人） 638.4 654.1 ▲ 15.7
特別損益 G-H ▲ 23 ▲ 18 ▲ 5 診療単価（円） 11,108 10,734 374 平成31年度 平成30年度 対前年比 平成31年度 平成30年度 対前年比
総収支 A-B ▲ 21 74 ▲ 95 土地 75 75 0 企業債 3,036 3,454 ▲ 418

建物 4,433 4,587 ▲ 154 リース債務 36 54 ▲ 18
構築物 1 1 0 固定負債　計 3,072 3,508 ▲ 436
機器備品 730 693 37 企業債 532 496 36

２　収益の状況 車両運搬具 3 3 0 未払金 677 614 63
リース資産 105 215 ▲ 110 前受金 2 2 0

・入院収益は、患者数が減少したものの単価が上昇したため3,700万円増加した。 その他有形固定資産 9 9 0 引当金 197 185 12
・外来収益は、患者数が減少したものの単価が上昇したため1,000万円増加した。 無形固定資産 2 2 0 リース債務 33 77 ▲ 44

投資その他の資産 236 241 ▲ 5 その他流動負債 2 1 1
平成31年度 平成30年度 対前年比 主な増減要因 流動負債　計 1,443 1,375 68

医業収益 5,904 5,897 7 長期前受け金 726 760 ▲ 34
入院収益 3,607 3,570 37 病床利用率の増加による 固定資産　計 5,594 5,826 ▲ 232 長期前受金収益化累計額 ▲ 605 ▲ 633 28
外来収益 1,723 1,713 10 現金預金 904 1,012 ▲ 108 繰延収益　計 121 127 ▲ 6
負担金交付金 0 0 0 未収金 962 1,028 ▲ 66 負債　合計 4,636 5,010 ▲ 374
その他医業収益 574 614 ▲ 40 健診センター医師不足に伴い人間ドックの収入が減少した 貯蔵品 35 24 11 自己資本金 3,375 3,375 0

医業外収益 1,231 1,246 ▲ 15 資本金　計 3,375 3,375 0
受取利息配当金 0 0 0 資本剰余金 9 9 0
国庫補助金 3 2 1 欠損金 ▲ 525 ▲ 504 ▲ 21
都補助金 350 351 ▲ 1 剰余金　計 ▲ 516 ▲ 495 ▲ 21
負担金交付金 672 672 0 流動資産　計 1,901 2,064 ▲ 163 資本　合計 2,859 2,880 ▲ 21
長期前受金戻入 6 118 ▲ 112 建設改良費に充てる整備事業償還補助金を資本費繰入収益に分類した 資産　合計 7,495 7,890 ▲ 395 7,495 7,890 ▲ 395
資本費繰入収益 104 0 104 建設改良費に充てる市負担金を資本費繰入収益に分類した

その他医業外収益 96 103 ▲ 7 ６　資産残高の推移
特別利益 5 7 ▲ 2
合計 7,140 7,150 ▲ 10

３　費用の状況

・給与費は、看護職員の増等により5,200万円増加した。
・材料費は、ジェネリック薬品への切り替えや診療材料費の縮減等により2,200万円増加した。
・経費は、委託料の増加や光熱水費は高温水管の工事のため3,700万円増加した。
・減価償却費は、健診外来棟の器械備品の償却が前年度で終了したことなどにより4,800万円減少した。

平成31年度 平成30年度 対前年比 主な増減要因
医業費用 6,839 6,777 62

給与費 3,970 3,918 52 看護職員の増等による増加
材料費 1,020 998 22 がん治療薬等の高価な薬品使用等による増
経費 1,455 1,418 37 Ｘ線撮影装置の管球修繕や屋上防水修繕等の増加
減価償却費 377 425 ▲ 48 電子カルテシステム・財務会計システムのリース終了による減

0 0 0
資産減耗費 8 9 ▲ 1
研究研修費 9 9 0

医業外費用 295 274 21 消費増税の影響による増加
特別損失 28 25 3
合計 7,162 7,076 86

※表内の数値は端数を持っているため、合計が一致しない場合があ
ります。

（単位：百万円）

負債・資本合計

（単位：百万円）

長期前払金消費税勘定償却

（単位：百万円）

平成31年度　稲城市立病院事業会計決算概要

○
平成31年度の病院事業会計決算は、総収益が71億4,184万円、総費用が71億6,287万円となり、2,103万円の純損失となっ
た。

（単位：百万円）
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